
８月２７日（木）、２８日（金）に小学校５・６年
生５名が陸中海岸青少年の家で宿泊研修を行いました。

修学旅行も宿泊研修も家族と離れて友達と数日活動す
る日常とは違った体験です。楽しみでもありながら、
ちょっと不安でもある活動。家にいるからこそのマイ
ルールやマイペースの時間であり、なかにはお家の方

に頼りっぱなしなんてこともあるでしょう。そこから
離れた活動は子どもたちを大きく成長させてくれるも
のです。

さて、どの活動も子どもたちにとっては素晴らしい
活動でしたが、そのなかでも『いかだ体験』『カレー
作り』は特に心にのこったようです。初めてでとにか
く楽しかった『いかだ』、自分たちで協力しながら作

り、完璧なできばえだった『カレー』は甲乙つけがた
いようでした。まとめた新聞を読んでいると、書き切
れないほど、たくさんの思い出があったことが伝わっ
てきました。

５・６年生、沿岸に行く
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最近、いつも使っていた「厳しい残暑」
でという言葉でしたが、今年はちょっと

違った感じですね。校庭の桜の木も葉の

色を変え、落葉が始まっています。この

まま、寒くなっていくのであれば、早い

紅葉が見られるのかもしれませんが、変

な心配をしてしまいま

す。

柳沢の紅葉も満喫で

きればうれしいです。



学校での行事なので目的は学習。授業と同じなので
すが、それでも楽しみで仕方がないのが修学旅行です。
さらに小学生とは違い２泊３日。しかも日本の中心地

でキラキラ感の強い東京。楽しみが隠しきれない気持
ちはわかります。ということで、９月２日から４日ま
での３日間。柳沢中学校３年生３名と修学旅行に行っ

てきました。
３名の生徒たちの修学旅行を一緒に過ごして感じた

こと「とにかく見ることに真剣」「行動に真剣」「食
べることも真剣」「寝ることも真剣」「買い物も真剣」

「楽しみ方も真剣」でした。
３人全員が反省点に挙げていた「浅草寺雷門集合遅

刻事件」。１日目の夕方、浅草寺周辺の見学を終え、
おみやげ選びとおやつを楽しんだ後、事件は起きまし

た。自由行動開始の前に集合場所と時刻を確認してい
たので、多分頭の中には入っていたと思います。事実、
集合時刻前10分頃に集合場所の近くにいたことを私は

確認していました。そして、集合時刻の17時20分。あ
れっ、来ません。何かトラブルかなぁ。17時25分。あっ、
３人揃って歩いてきました。「集合時刻、何時だっけ？」
「んっ？」恐る恐るしおりを開く３人。表情が曇りま

した。そうです。３名の頭の中で集合時刻は17時30分
に変化していました。だからの５分前行動しての17時
25分だったのでしょう。そして、夕食会場に移動しま

した。その後、３名はさまざまな時刻をこまめにしお
りで確認するようになりました。時刻を守ることはと
ても大切なこと。それを、何度も注意されるわけでは
なく、学び修正し、行動し続けた３名。とても素晴ら

しい３名に私は感心した３日間でした。
それでは３日間撮りためた300枚以上の写真から少

しですが、紹介したいと思います。

まだ、初日の浅草寺です。このペースだと終わらな
さそうなので、次号はコメント抜きかも、続きます。

柳沢中３年生、東京に行く 前編

ホームの待合室で列車を待ちま
す。少人数だからできる待ち方で
す。腕時計をあまりつけないらし
くちょっと気になるようです。

乗ってからずっと、カードゲー
ムをしていました。時々のぞくと
遊びが変わっています。確かに普
段出来ないことですね。

お待たせしました。昼食です。
３人には嫌いな食べ物はないのか
なぁと思うくらい。しっかりと、
そしておいしそうに食べます。

アナ雪の観劇会場に向かってい
ます。電車移動もバッチリでした。
さすが現代っ子、Suicaも使い慣
れている感じがします。

何となく緊張感が漂っているの
はこのチケットを落とすと入場で
きないからです。これから観劇す
ると思えないくらい険しい表情。

これも本校だからこそできる集
合写真。他校の添乗員さんからア
ナ雪よかったですねと拍手いただ
いたのですが本当に良かったです。

雷門前でも集合写真。観光客が
たくさんいて、激混みの写真スポッ
トです。外国人がほとんどなので
は！と感じました。

浅草寺前です。浴衣や和服の外
国人がたくさんいました。SNSの
ためにポーズをとって撮影してい
る人も多かったですね。

３人は自分の頭にけむりを寄せ
ている？顔？願いごとは何だろう？
頭にかけて、成績が上がりますよ
うにというのはよく聞きますが。

説明を見ながら、作法を学習し
ている最中です。３名はこの水は
吐き出すのか飲むのかを悩んでい
たようです。どうしたのかな


